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子どもたちに、自分の暮らす町や地域について

関心を持ってもらうために、府立中央図書館こども

資料室では、平成 23 年度 3 月、「おおさかコーナ

ー」を設置した。平成 24 年度には、大阪のテーマに

絞った「こども向け調査ガイド」を作成し、子どもたち

が「おおさか」に関する資料に親しみ、実際の利用

に結び付く機会となるよう、夏休みに「こどもおおさ

かはかせ クイズラリー」を実施した。 

近年、子どもたちの調べ学習が注目されている。

新学習指導要領の全面改訂（小学校：平成23年施

行）に伴い、「探究的な学習」がクローズアップされ、

「総合的な学習の時間」の中でも、「地域の人々の

暮らし、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた

課題についての学習活動を行うこと」と明記された。

この動きを受けて、今後、図書館での子どもへの地

域資料サービスへのニーズが高くなると予想され

る。 

府立図書館では、一般向けの地域資料に関して

は、中之島図書館の大阪資料古典籍室が歴史的な

資料も含め豊富な資料を所蔵し、専門的な活動を

展開してきたが、子ども向けのサービスについては

積極的に取り組んできたとはいえない。子ども向け

の地域資料は出版点数も少なく、年齢に応じて、理

解しやすい資料を探すことが困難な面もある。 

子どもたちにとって、わかりやすく、そして、地域

に関心を持ってもらうにはどんな工夫が必要なのか、

こども資料室で始めた３つの取り組みについて報告

する。 

 

１． こども資料室の概要について 

まず、こども資料室の概要を簡単に説明する。 

大阪府立中央図書館の１階に位置し、所蔵冊

数145,543冊、開架冊数23,000冊、面積627㎡、

座席数 100 席、室内におはなしのへやを有する。

資料の整理方法は、NDC 分類を３桁まで採用し

ているが、配架は子どもが手に取りやすいよう、読

み物は低学年向けと高学年向けに分け、知識の

本も「かんきょう」、「きょうりゅう」、「こうさく」等、子

どもの関心が高いテーマに見出しを付している。 

 府域の市町村図書館を支援するため、予算の

制約はあるが網羅的な資料の収集と提供を目指

すほか、モデル事業として様々な事業にも取り組

んでいる。通常のおはなし会に加え、乳幼児向け

おはなし会、手話によるおはなし会、多言語のお

はなし会を実施、自由研究のための講座や学校

支援の取り組み等を行っている。また年１回、府

域市町村図書館の児童サービス担当者連絡会を

開催し、それらの取り組みの方法や成果の情報

提供をしている。 

 ＊所蔵冊数、開架冊数は平成 23 年度末現在の

数字 

 

２．「おおさかコーナー」の設置について 

これまでも、学校の調べ学習で地域に関するレフ

ァレンスを受けることは多くあった。 

質問内容は、当館の立地から「東大阪の中小企

業について」、「大和川の付け替え工事について」、

「東大阪の歴史について」など、東大阪地域に関す

ることが多いが、例年、夏休みには、遠方からの来

館者も増え、「大阪大空襲について」や「緒方洪庵

について」といった大阪関係のレファレンスも受けて

きた。これらは、子どもからの質問ではあるが、子ど

も向けの資料だけでは対応が難しく、一般資料やパ

ンフレットも含めて活用していたが、こども資料室内

では、テーマごとの配架をしていたため、他の図書

とまぎれてしまうこともあった。また、カウンターバック

にレファレンス業務用としておいた資料は、子どもの

手に取られることもなかった。 

 

（１）「おおさかコーナー」の概要 

 府立図書館では、平成 22 年度以降、館内各課横
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断的な「レファレンス検討チーム」（平成 24 年度より

「レファレンス検討委員会」）において、レファレンス

サービス強化の取り組みを展開してきた。その中で、

子どもへのレファレンスについても検討し、こども資

料室では、地域資料のレファレンスを強化すること

にした。 

「おおさかコーナー」の設置は、平成 23 年度の春

休みまでを目標とした（写真１）。 

 

・設置場所は、こども資料室の入口付近の固定書架

（２連） 

・見出し項目 

「大阪の歴史」、「大阪の地理」、「大阪の自然」、

「大阪の産業」、「大阪の有名人」、「大阪の文化」、

「大阪の昔話」、「大阪の絵本・読み物」、「大阪の

副読本」に分け、手に取りやすいようにした。 

・資料点数は、280 点（平成 25 年 1 月現在） 

古い資料や一般資料も混配して並べた。行政資

料などは薄い形態のものも多く、パンフレットボッ

クスを使った。 

・配架の工夫 

薄い形態の資料は、背にもタイトル表示のテプラ

を貼るなどの工夫が必要だった。配架のためには、

目印となる「茶色いシール」を背に貼った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーナーに配架する資料を集める際には、これま

で集めてきた資料のほかに中之島図書館の大阪関

係資料のうち、子ども向け資料を参考にした。中之

島図書館で複数部所蔵している資料で、子どもが

活用できそうなものについては中之島図書館にも協

力を仰ぎ、移管を検討している。また、雑誌『こども

の図書館きんき』 №64 （児童図書館研究会近畿

支部 2010 年 12 月）の大阪昔話絵本の記事も参考

にした。 

 

（２）「めざせ！こどもおおさか博士！」＆「おはなし

かい！」2012 春 

「おおさかコーナー」のお披露目もかねて、春休

みイベント「『めざせ！こどもおおさか博士！』＆『お

はなしかい！』2012 春」を平成 24 年３月 31 日に実

施した。 

このイベントでは、「おおさかコーナー」の資料を

利用しながらチャレンジするクイズ(参考資料１）と大

阪をテーマとしたおはなし会（p.26 おはなし会プロ

グラム参照）を実施した。お土産付のクイズということ

で、子どもたちも興味を持って取り組み、また親子で

取り組む姿も多々見られ、「おおさかコーナーをはじ

めて知りました」という声もあがるなど、大阪について

の関心も芽生えたように見受けられた。こうした、「お

おさかコーナー」広報のための取組みは、平成 24

年度以降も継続実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

（写真１） 
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３．こども向け調査ガイド 

（１）経緯 

当館では、調べものをする際に有用な参考図書

やウェブサイトなどを紹介する「調査ガイド」を、作成

している。この「調査ガイド」は多くの利用者に活用

されているが、大人向けの内容であった。そこで平

成 24 年度から、大人向け「調査ガイド」とは別に、

「こども向け調査ガイド」の作成を行うことになった。 

 

（２）準備～作成・公開まで 

作成テーマは、平成 23 年度 3 月に設置した「お

おさかコーナー」の利用促進にもつながるよう、「大

阪」とした。夏休み前に全館（主に館内レファレンス

検討チーム）からアイデアを募集し、そこで出た意見

を参考にしながら、こども資料室職員が「こども向け

調査ガイド」を作成した。 

平成 24 年 12 月時点までに作成したテーマは、

「インスタントラーメンの発明者」、「なにわの伝統野

菜」、「松下幸之助」、「大阪の戦争」、「大和川の付

け替え工事」、「まいど 1 号」、「漫才」、「大坂城」、

「文楽」、「上方歌舞伎」、「統計（ハブラシ等）」、「コ

シノ三姉妹」、「緒方洪庵」、「井原西鶴」である。 

作成にあたってはデザイン面にも気を配った。国

立国会図書館国際子ども図書館のページ「キッズ

ページリンク集」中の「公開機関別に調べる」ページ

（注１）から、子どもむけ調査ガイド（パスファインダ

ー）の先行事例を調査した。子ども向けの調査ガイ

ドを作成している公共図書館は少なかったが、その

中で東京都立図書館「自由研究アイデアカード」

（注２）と、川崎市立図書館の「パスファインダー（こ

どもページ）」(注３)が参考になった。「自由研究アイ

デアカード」は、コンパクトで手に取りやすく、調べも

ののきっかけづくりとして役立つように思われた。「パ

スファインダー（こどもページ）」は、大人向けと同じく

らいの分量の調べ方ガイドで、所蔵資料だけでなく

関連文化施設の紹介なども行っていた。 

検討の結果、当館で作成する「こども向け調査ガ

イド」は、子どもたちが手に取りやすいよう、A５サイ

ズ両面印刷とすることにした。情報量としては「自由

研究アイデアカード」と「パスファインダー（こどもペ

ージ）」の間くらいとなる。表面にテーマに関するクイ

ズ、裏面にクイズの解答と関連所蔵資料、関連文化

施設の案内を掲載した。実際に配布したものは、本

稿末の参考資料２の通りである。柱の壁に色画用紙

を貼り「知ってる？木」と名付け、ウォールポケット様

にして、「こども向け調査ガイド」を置いた（写真２）。 

また来館者以外にも利用してもらえるよう「こども

向け調査ガイド」を HTML 化して、当館ウェブサイト

上にもアップした（注４）。ページデザインは、既に当

館ウェブサイト上に掲載していた（大人向けの）「調

査ガイド」に倣ったが、文字の大きさを全体的に大き

くしている。 

 

 

 

 

（写真２） 
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4．こどもおおさかはかせ クイズラリー 

 「おおさかコーナー」の設置、「こども向け調査ガイ

ド」の作成と取り組みを進めてきて、平成 24 年度の

夏休みには、もっと子どもの視点で、子どもたちが楽

しみながら資料に出会う、新しい知識の発見につな

がる取り組みを展開したいと考えた。 

 

（１）クイズラリーの概要 

一日で終わるイベントではなく、夏休み期間（平

成 24 年 7 月 21 日～8 月 31 日）の 6 週間、継続す

る取り組みとし、子どもたちが次々とチャレンジしたく

なるしかけを考えた。 

夏休みに入ると、大阪に関するクイズを毎週３問

ずつ出題、問題用紙（参考資料３）をこども資料室カ

ウンターで配布した。 

前述の「知ってる？木」の「こども向け調査ガイド」

や、「おおさかコーナー」の資料を見れば、クイズが

解けるという筋書きで、これまでの取り組みの成果で

あるコーナーの資料やガイドの活用につなげるしか

けである。解答を出すのが難しい子どもには、職員

が声をかけて対応し、解答へと導いた。 

３問とも正解すれば、手作りのプレゼントを１つ進

呈し、「こどもおおさかはかせ クイズラリー」参加用

紙の該当週にシールを貼付した。間違えても、何度

でもチャレンジ可能としたので、チャレンジした全て

の子どもが達成感とともに、何かのプレゼントを持っ

て帰ることができた。さらに、「こどもおおさかはかせ 

クイズラリー」の参加用紙にシールが３つたまれば、

「こどもおおさかはかせ認定証」を授与し、特別バー

ジョンのプレゼントも進呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）準備について 

出題する問題については、読書支援課長とこども

資料室職員で考え、館内のレファレンス検討チーム

の意見も聞きながら作成した。また、手作りプレゼン

トは、常時、複数種類のプレゼントを用意した。折り

紙のこまや切り紙、ペットボトルのけん玉、ブックカバ

ーをつかったしおり、ビニールのパラシュート等に人

気があった。常時５～６種類のプレゼントがあったの

で、子どもたちは、それらの中から選ぶのも楽しみの

ようであった。ペットボトルなどの材料は、全館の職

員にお願いし、調達した。 

 

（３）クイズラリー参加者 

期間中、クイズ参加者は、のべ 1,283 人（一日平

均 36 人 最も多かった日は 122 人）。「こどもおおさ

かはかせ認定証」発行数は、108 枚だった。また、当

初想定していなかった６週全問正解者が８人もいる

という、うれしい結果となった。 

 

（４）クイズラリーの効果 

クイズラリーの効果は大きく、３週目ぐらいから、問

題用紙を受け取ると、すぐ「知ってる？木」に向かう

子どもの姿が多く見られ、「知ってる？木」の認知度

アップには効果大であった。  

また、子どもだけでなく、親である大人の関心も得

ることができ、一緒にクイズに取り組む親子連れも多

かった。遠方から大阪の祖父母宅へ来ている子ども

たちも興味をもって参加してくれ、大阪府の生涯ス

ポーツのマスコット「モッピー」のキーホルダーを「大

阪のお土産」として大事に持って帰って行ったのが

印象的だった。クイズラリーは、子どもたちにとって

楽しかったようで、クイズラリー終了後も、「まだやっ

ているか」等の問合せや、「またやりたい」等の声が

多く寄せられた。参加出来なかった週の問題を求め

る子どもも複数いるなど、郷土である大阪に関心を

もってもらえた様子がうかがえた。問題づくりやプレ

ゼントの準備は大変だったが、実施してよかったと

感じられるイベントだった。 
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5．今後について 

当館における子どもへの地域資料サービスは、ま

だまだ始まったばかりで課題も多い。 

「おおさかコーナー」は、分散していた資料を集め

ただけのコーナーなので、古い資料であったり、市

町村作成の学校副読本は所蔵状況にばらつきがあ

る。コーナーに集約したことで、関連資料の傾向と、

所蔵資料では不十分な点が見えてきた。統計や年

次報告は、最新資料の出版状況を調べなければな

らないし、所蔵していない市町村の副読本等は収

集の努力をするなど、資料の充実を図る必要がある。

「知ってる？木」の「こども向け調査ガイド」は、夏休

み後も「大阪の戦争」、「大和川の付け替え工事」等

の宿題に役立った事例があり、今後さらに充実させ

ていきたいと考えている。そして次年度以降は、大

阪関係に限らず、学校の教科内容に即したテーマ

へと広げていければと考えている。尚「こども向け調

査ガイド」は、広く利用してもらうために順次当館ウェ

ブサイト上にアップしていく予定である。 

また、中之島図書館とも連携して、資料の移管を

はじめ、協力体制を整えて、地域資料サービスの充

実を図っていきたい。そして、直接来館する子ども

たちはもちろんのこと、学校への支援、府域の図書

館のバックアップができるよう、資料の収集に努め、

子どもたちの利用へ結びつけられるニーズの把握と

サービスの展開を模索していきたいと考えている。さ

らには、府域市町村図書館の地域資料への取り組

み状況の把握と情報提供、府域全域の特徴的な

（役立つ）地域資料の紹介や、レファレンス事例紹

介等についても検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 

１）国立国会図書館国際子ども図書館「公開機関別

に調べる」 

http://www.kodomo.go.jp/info/kids/organization/i

ndex.html 

２）東京都立図書館「自由研究アイデアカード」 

http://www.library.metro.tokyo.jp/recommend/ide

acard/tabid/3018/Default.aspx 

３）川崎市立図書館「パスファインダー（こどもペー

ジ）」 

http://www.library.city.kawasaki.jp/kids/kids_index

.html 

４）大阪府立中央図書館「こども向け調査ガイド」 

http://www.library.pref.osaka.jp/central/shirabe/k_

index.html 


